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本
日
、
東
京
地
方
裁
判
所
民
事
第

二
八
部
は
、
東
京
朝
鮮
中
高
級
学

校
の
高
級
部
に
在
籍
し
て
い
た
生

徒
六
二
名
（
現
在
は
卒
業
生
）
が

就
学
支
援
金
不
支
給
を
理
由
と
し

て
提
起
し
た
国
家
賠
償
請
求
訴
訟

（
以
下
「
本
訴
訟
」
と
い
い
ま

す
。）
に
つ
い
て
、
判
決
（
以
下
、

「
本
判
決
」
と
い
い
ま
す
。）
を
言

い
渡
し
ま
し
た
。
裁
判
所
は
、
訴

訟
に
お
け
る
被
告
国
側
の
主
張
を

丸
呑
み
し
、
原
告
側
の
請
求
を
棄

却
し
ま
し
た
。

本
判
決
は
、
以
下
に
述
べ
る
と
お

り
、
重
大
な
誤
り
を
多
数
含
ん
で

い
ま
す
。

第
一
に
、
本
判
決
は
、
本
訴
訟
の

重
要
な
争
点
に
つ
い
て
判
断
を
回

避
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
本

判
決
は
、「
規
定
ハ
の
削
除
が
無

償
化
法
に
よ
る
委
任
の
趣
旨
を
逸

脱
し
た
も
の
で
あ
り
無
効
で
あ
る

か
ら
、
規
定
ハ
の
削
除
に
よ
る
不

指
定
処
分
は
違
法
で
あ
る
」
と
の

原
告
の
主
張
に
つ
い
て
判
断
を
回

避
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
審
理

の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
文
科

省
の
決
裁
文
書
に
は
「
規
定
１
条

１
項
２
号
ハ
の
規
定
の
削
除
に
伴

う
朝
鮮
高
級
学
校
の
不
指
定
に
つ

い
て
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
本

件
不
指
定
処
分
は
、
規
定
ハ
が
削

除
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
規

定
ハ
の
削
除
の
違
法
性
に
つ
い
て

判
断
を
回
避
し
た
本
判
決
は
明
ら

か
に
不
当
で
す
。

次
に
、
本
判
決
は
、
不
指
定
処
分

の
理
由
に
つ
い
て
明
白
な
事
実
誤

認
を
し
て
い
ま
す
。
下
村
文
部
科

学
大
臣
（
当
時
）
が
閣
僚
懇
談
会

等
で
明
言
し
た
と
お
り
、
朝
鮮
学

校
に
対
す
る
不
指
定
は
、「
拉
致

問
題
に
進
展
が
な
い
こ
と
」
等
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
が
政
治
的
外
交
的
配
慮

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
し

か
し
　
本
判
決
は
、
本
件
不
指
定

処
分
が
政
治
的
外
交
的
理
由
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

は
不
指
定
処
分
の
理
由
と
い
う
最

も
重
要
な
点
に
つ
い
て
、
明
白
な

事
実
誤
認
を
犯
し
た
も
の
と
い
わ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
本
判
決
は
、
文
科
大
臣

が
東
京
朝
鮮
学
園
を
不
指
定
と
す

る
に
あ
た
っ
て
同
学
園
が
規
定
一

三
条
に
適
合
し
な
い
理
由
に
つ
い

て
個
別
的
か
つ
具
体
的
な
事
実
を

指
摘
し
て
不
指
定
と
す
る
こ
と
を

要
求
せ
ず
、
各
地
の
朝
鮮
高
級
学

校
に
つ
い
て
抽
象
的
に
言
わ
れ
た

こ
と
や
、
他
の
朝
鮮
学
校
に
つ
い

て
の
過
去
の
裁
判
所
の
判
断
等
に

よ
っ
て
、「
東
京
朝
鮮
学
園
に
つ

い
て
規
定
一
三
条
に
適
合
す
る
と

認
め
る
に
足
り
な
い
」
と
の
文
科

大
臣
の
認
定
を
合
理
的
で
あ
る
と

認
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
文
科

大
臣
に
ほ
と
ん
ど
無
制
限
の
裁
量

を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
行
政
法

の
解
釈
と
し
て
明
白
に
誤
っ
て
い

ま
す
。

以
上
素
描
し
た
限
り
に
お
い
て

も
、
本
判
決
は
、
結
論
に
お
い
て

も
論
理
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
誤

っ
た
不
当
極
ま
り
な
い
も
の
で

す
。

政
府
に
よ
る
誤
っ
た
判
断
に
よ
る

差
別
を
解
消
し
、
す
べ
て
の
意
志

あ
る
高
校
生
等
が
安
心
し
て
勉
学

に
打
ち
込
め
る
社
会
を
司
法
に
よ

っ
て
実
現
す
る
と
い
う
本
訴
訟
の

目
的
を
達
す
る
た
め
、
原
告
ら
は

控
訴
し
、
引
き
続
き
差
別
の
解
消

を
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
弁
護
団
は
、
全
国
の
朝
鮮

高
校
生
ら
に
対
し
て
差
別
な
く
就

学
支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
日
ま

で
、
さ
ら
に
努
力
を
続
け
る
所
存

で
す
。

九
月
十
三
日
午
後
二
時
一
〇
分
、

東
京
地
裁
に
お
い
て
、
朝
鮮
高
級

学
校
が
高
校
授
業
料
「
無
償
化
」

か
ら
外
さ
れ
た
こ
と
を
違
法
と
し

て
訴
え
た
裁
判
の
判
決
を
、
山
田

裁
判
長
が
出
し
た
。
傍
聴
希
望
者

は
一
五
〇
〇
人
。
二
人
の
弁
護
士

が
裁
判
所
前
で
出
し
た
白
い
紙
に

は
「
不
当
判
決
」「
朝
高
生
の
声
、

届
か
ず
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
怒

り
の
声
、
泣
き
声
が
起
こ
り
、
次

い
で
抗
議
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

が
あ
が
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

歴
史
的
な
不
当
判
決
を
糾
弾
す
る

演
説
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
間
絶
え

間
な
く
、
朝
高
生
を
中
心
と
し
た

文
科
省
前
の
抗
議
活
動
で
歌
わ
れ

て
き
た
『
声
よ
集
ま
れ
、
歌
と
な

れ
』
の
な
か
の
「
ど
れ
だ
け
叫
べ

ば
い
い
の
だ
ろ
う
！
」
と
い
う
歌

声
が
響
き
、
ま
わ
り
に
い
た
大
勢

の
支
援
者
た
ち
も
唱
和
し
た
。

「
原
告
団
の
申
請
を
棄
却
す
る
」

「
裁
判
費
用
は
原
告
側
が
支
払
う
」

と
い
う
た
っ
た
三
〇
秒
の
不
当
判

決
言
い
渡
し
だ
っ
た
。

午
後
六
時
三
〇
分
か
ら
、
日
本
教

育
会
館
一
ッ
橋
ホ
ー
ル
で
、
裁
判

の
報
告
集
会
が
開
か
れ
た
。
最
初

に
弁
護
団
が
判
決
に
つ
い
て
報
告

を
お
こ
な
っ
た
。
今
日
出
さ
れ
た

判
決
は
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
判
決

で
あ
る
と
、
そ
の
ひ
ど
さ
に
逆
に

奮
い
立
っ
た
、
高
裁
・
最
高
裁
で

勝
利
を
獲
得
す
る
ま
で
闘
う
と
の

決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

二
〇
一
二
年
八
月
、
高
校
授
業
料

無
償
化
法
が
成
立
。
民
主
党
政
権

の
も
と
で
第
三
者
機
関
審
議
を
行

な
う
こ
と
と
な
っ
た
。
審
議
機
関

に
お
い
て
も
朝
鮮
学
校
へ
の
支
給

は
支
持
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

同
年
十
二
月
、
第
二
次
安
倍
政
権

が
誕
生
す
る
と
、
下
村
文
科
相
は

朝
鮮
学
校
を
無
償
化
の
対
象
か
ら

外
す
決
定
を
し
た
。
そ
の
根
拠
規

定
と
し
て
の
文
部
科
学
省
令
「
規

則
第
一
条
一
項
二
号
ハ
」
を
削
除

す
る
こ
と
を
決
定
し
、
十
二
月
二

十
八
日
に
記
者
会
見
を
開
き
、
拉

致
問
題
等
を
理
由
と
し
て
朝
鮮
高

校
の
生
徒
に
対
す
る
授
業
料
無
償

化
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
表
明

し
た
。
政
治
的
・
外
交
的
理
由
で

の
排
除
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら

に
原
告
側
は
文
科
省
役
人
尋
問
を

実
現
さ
せ
た
が
、
か
れ
ら
は
政
治

的
・
外
交
的
理
由
で
の
対
象
除
外

で
は
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
裁
判

所
は
白
を
黒
と
言
い
く
る
め
て
、

政
治
的
・
外
交
的
理
由
と
は
認
め

ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
。
原
告
が

求
め
た
規
定
「
ハ
」
削
除
の
違
法

性
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
判
断
は

回
避
さ
れ
た
。

も
う
一
点
は
、
無
償
化
法
の
も
と

で
の
指
定
の
た
め
の
手
続
き
問
題

で
あ
る
。
規
程
一
三
条
に
は
、
授

業
料
無
償
化
が
就
学
支
援
金
と
し

て
学
校
に
支
払
わ
れ
た
の
ち
生
徒

に
支
払
う
形
を
と
る
た
め
に
、
そ

の
間
の
不
正
流
用
を
防
ぐ
「
法
令

に
基
づ
く
適
正
運
用
」
と
い
う
規

程
が
あ
る
。
国
は
、
朝
鮮
高
級
学

校
は
「
適
正
運
用
」
し
て
い
な
い

疑
い
が
あ
る
、
そ
の
理
由
と
し
て

朝
鮮
総
聯
あ
る
い
は
朝
鮮
民
主
主

義
人
民
共
和
国
に
支
配
さ
れ
て
い

る
疑
い
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
証

拠
と
し
て
、
国
側
は
公
安
調
査
庁

の
調
査
記
録
や
『
産
経
新
聞
』
の

記
事
を
提
出
。
裁
判
所
は
、
国
の

主
張
を
追
認
し
、
文
科
省
に
よ
る

裁
量
権
の
逸
脱
は
認
め
ら
れ
な
い

と
し
た
。
裁
判
所
は
、
司
法
判
断

を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。

報
告
集
会
で
の
「
当
時
者
発
言
」

で
は
、
三
人
の
卒
業
生
と
オ
モ
ニ

た
ち
の
力
強
い
発
言
が
あ
っ
た
。

愛
知
・
広
島
の
発
言
に
続
い
て
、

地
裁
で
勝
利
判
決
を
か
ち
と
っ
た

大
阪
か
ら
の
発
言
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
韓
国
市
民
団
体
か
ら
の
連
帯

ア
ピ
ー
ル
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
主

催
団
体
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人

権
・
環
境
」
藤
本
代
表
は
、
人
権

擁
護
の
立
場
か
ら
在
日
朝
鮮
人
と

の
連
帯
の
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。「
東
京
朝
鮮
高
校
を
支
援
す

る
会
」
長
谷
川
代
表
は
、
こ
の
問

題
に
お
い
て
日
本
人
民
が
連
帯
し

て
闘
う
こ
と
を
行
動
提
起
と
し

た
。

つ
い
に
日
本
国
憲
法
破
壊
が
日
程

に
の
ぼ
る
今
日
の
政
治
情
勢
の
も

と
、
在
日
朝
鮮
人
と
日
本
の
人
民

の
連
帯
こ
そ
が
、
未
来
を
切
り
開

く
。

�

【
阪
上
み
つ
子
】

東
京
朝
鮮
高
校
生「
高
校
無
償
化
」

国
賠
訴
訟
弁
護
団
声
明

二
〇
一
七
年
九
月
十
三
日 朝

鮮
人
民
の
権
利
踏
み
に
じ
る
政
府・司
法

朝
鮮
学
校「
高
校
無
償
化
」裁
判
不
当
判
決

核
の
傘
と
平
和
を
考
え
る
10
・
５
労
働
者
集
会

朝鮮人民の平和に生きる権利、学ぶ権利を侵害することは許さない！（2017年９月13日、東京地裁前、撮影＝廣野茅乃記者）

日
時
＝
10
月
５
日（
木
）午
後
六
時
半
開
会

場
所
＝
東
京
・
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
２
Ａ

参
加
費
＝
八
〇
〇
円

主
催
＝
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！　

96
条
改
悪
反
対
連
絡
会
議

「
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
戦
争
の
危
機
に　
　
　

日
本
の
わ
た
し
た
ち
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
」 

 

浅
井
基
文（
元
外
務
省
職
員
・
国
際
問
題
研
究
者
）

講　演


